
キ
ナ
シ
大
林
病
院
・
内
科
部
長

健
診
部
部
長

堀
川
真
氏

選
択
肢
７
種
類
に
拡
大

食
事

運
動
管
理
も
不
可
欠

専門医３人 糖尿病療養指導士９人のほか

看護師 栄養士 薬剤師 臨床検査技師 理学療

法士ら約 人で糖尿病委員会を組織 教育入

院や糖尿病教室 患者会の活動を行っている

所在地：高松市鬼無町藤井435―１

電 話：087（881）3631

■ キナシ大林病院
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□
ほ
り
か
わ
・
し
ん

１
９
８
７
年

香
川
医
科
大
医
学
部
卒
。
同
付
属
病

院
、
回
生
病
院
、
南
松
山
病
院
な
ど

を
経
て

年
か
ら
現
職
。
日
本
糖
尿

病
学
会
専
門
医
、
日
本
内
科
学
会
認

定
内
科
医
、
日
本
内
科
学
会
総
合
内

科
専
門
医
、
人
間
ド
ッ
ク
認
定
医
、

医
学
博
士
。
高
松
市
出
身
、

歳
。

血
糖
値
が
高
く
な
り
過
ぎ
る

糖
尿
病
の
う
ち
、
日
本
人
に
圧

倒
的
に
多
い
の
が
、
肥
満
な
ど

が
原
因
と
考
え
ら
れ
る
２
型
糖

尿
病
。
自
覚
症
状
が
現
れ
に
く

く
失
明
や
腎
不
全
、
脳
梗
塞
な

ど
の
重
大
な
合
併
症
を
引
き
起

こ
す
原
因
と
な
る
の
で
、
定
期

的
な
検
査
と
適
切
な
治
療
が
欠

か
せ
な
い
。
今
年
４
月
、
新
し

い
糖
尿
病
内
服
薬
が
認
可
さ

れ
、
計
７
種
類
に
増
え
た
。
内

服
薬
に
よ
る
治
療
に
力
を
入
れ

る
キ
ナ
シ
大
林
病
院
の
堀
川
真

氏
に
、
薬
の
効
果
や
注
意
点
な

ど
に
つ
い
て
聞
い
た
。

｜
糖
尿
病
の
原
因
は
。

糖
尿
病
は
膵す

い

臓ぞ
う

か
ら
出
さ
れ

る
イ
ン
ス
リ
ン
の
作
用
不
足
で

血
糖
値
が
高
く
な
る
病
気
。
２

型
の
場
合
、
食
べ
過
ぎ
や
運
動

不
足
、
ス
ト
レ
ス
な
ど
の
生
活

習
慣
の
乱
れ
が
原
因
と
な
っ
て

い
る
こ
と
が
多
い
。
ま
ず
は
患

者
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
実
態
に
合

わ
せ
た
食
事
の
見
直
し
と
適
度

の
運
動
療
法
を
行
う
。
肥
満
の

場
合
は
体
重
の
減
少
を
図
り
、

数
カ
月
が
経
過
し
て
も
数
値
が

改
善
さ
れ
な
い
時
に
は
投
薬
治

療
を
追
加
す
る
。

｜
ど
の
よ
う
な
内
服
薬
が
あ

る
の
か
。

約

年
前
ま
で
内
服
薬
は
イ

ン
ス
リ
ン
の
分
泌
を
促
す
薬
と

体
の
イ
ン
ス
リ
ン
に
対
す
る
抵

抗
性
を
改
善
す
る
薬
の
２
種
類

だ
け
だ
っ
た
。
現
在
は
こ
の
分

泌
促
進
薬
と
抵
抗
性
改
善
薬
が

そ
れ
ぞ
れ
２
種
類
あ
る
ほ
か
、

小
腸
か
ら
の
糖
の
吸
収
を
遅
ら

せ
る
薬
、
イ
ン
ス
リ
ン
の
分
泌

を
促
す
消
化
管
ホ
ル
モ
ン
・
イ

ン
ク
レ
チ
ン
の
働
き
を
強
め
る

「
Ｄ
Ｐ
Ｐ
４
阻
害
薬
」
、
尿
へ

糖
分
を
排
出
さ
せ
て
血
糖
値
を

下
げ
る
「
Ｓ
Ｇ
Ｌ
Ｔ
２
阻
害
薬
」

の
計
７
種
類
に
増
え
た
。
状
態

に
合
わ
せ
て
単
剤
や
併
用
で
投

与
し
て
い
る
。

｜
ど
の
薬
を
使
用
す
る
こ
と

が
多
い
の
か
。

最
近
で
は
「
Ｄ
Ｐ
Ｐ
４
阻
害

薬
」
が
多
く
、
新
規
患
者
の
約

６
割
に
投
与
さ
れ
て
い
る
。
２

０
０
９
年
に
発
売
さ
れ
た
こ
の

薬
の
一
番
の
特
長
は
、
食
後
の

血
糖
が
上
が
っ
た
時
に
し
か
作

用
し
な
い
こ
と
。
こ
の
た
め
低

血
糖
が
起
こ
り
に
く
く
、
ま
た

安
定
し
た
血
糖
降
下
作
用
が
あ

り
、
高
齢
者
に
も
安
心
し
て
使

用
で
き
る
。

｜
最
新
の
薬
は
ど
の
よ
う
な

も
の
な
の
か
。

今
年
の
４
月
に
認
可
さ
れ
た

「
Ｓ
Ｇ
Ｌ
Ｔ
２
阻
害
薬
」
は
、

尿
糖
の
排は

い

泄せ
つ

を
増
加
さ
せ
血
糖

値
を
下
げ
る
薬
。
腎
臓
に
あ
る

近
位
尿
細
管
と
い
う
と
こ
ろ
で

糖
の
再
吸
収
を
す
る
働
き
を
シ

ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト
し
、
尿
の
中
に

あ
え
て
糖
分
を
出
す
こ
と
で
血

糖
を
降
下
さ
せ
る
。
１
回
の
服

用
で
約

㌘
分
の
糖
分
（
２
５

０
〜
３
０
０
㌔
㌍
程
度
）
が
排

出
さ
れ
る
の
で
体
重
減
少
効
果

が
あ
る
ほ
か
、
脂
質
や
血
圧
の

低
下
も
期
待
で
き
る
。
ま
た
、

低
血
糖
も
起
こ
し
に
く
い
。

｜
課
題
は
な
い
の
か
。

尿
に
糖
が
出
る
た
め
常
に
清

潔
に
し
て
い
な
い
と
尿
路
感
染

が
起
こ
る
可
能
性
が
あ
る

特

に
女
性
は
注
意
が
必
要

尿
糖

が
増
え
る
と
尿
量
も
増
加
す
る

た
め
脱
水
や
脳
梗
塞
の
危
険
性

が
高
ま
る

水
分
を
積
極
的
に

摂
取
す
る
な
ど
の
配
慮
も
必
要

ま
た

皮
疹
の
報
告
も
あ
り

よ

り
厳
正
な
使
用
が
必
要
だ

｜
そ
の
ほ
か
に
糖
尿
病
で
注

意
す
る
こ
と
は
。

慢
性
の
病
気
の
た
め
投
薬
治

療
だ
け
で
は
完
全
に
治
る
こ
と

は
な
い
。
症
状
が
な
い
か
ら
と

い
っ
て
自
己
管
理
を
怠
っ
た

り
、
治
療
を
中
断
し
た
り
す
る

と
重
大
な
合
併
症
が
出
る
危
険

性
が
高
ま
る
。
食
事
で
は
各
栄

養
素
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
取
り
、

適
度
な
運
動
を
行
い
、
良
好
な

状
態
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た

め
定
期
検
査
が
大
切
に
な
る
。

将来の妊娠や出産を望む若

い乳がん患者の支援を目指

し、厚生労働省研究班（代表

‖清水千佳子・国立がん研究

センター中央病院医師）がこ

のほど、抗がん剤の影響や、

生殖補助医療の利用などにつ

いて解説した初めての診療指

針「乳がん患者の妊娠出産と

生殖医療に関する診療の手引

き」を作成した。

国内では年間約６万人が乳

がんになるが、このうち 歳

未満の若い世代が約４千人に

上り、増加傾向にある。近年

の晩婚化や晩産化と相まっ

て、乳がんの治療が妊娠や出

産の希望時期と重なることが

問題化している。

例えば、抗がん剤は卵巣の

機能にダメージを与え不妊を

招くことが少なくない。ホル

モン療法は薬の内服期間が５

～ 年の長期に及び、妊娠時

機を逸することがある。

しかし現状は、こうした情

報が十分に患者に伝えられて

いるとは言い難く、がんを治

療する乳腺専門医と、妊娠や

出産に関わる生殖医療専門医

の連携も不足している。

診療の手引きは、患者が子

どもを望んでいる場合の乳が

ん治療の選択肢や、受精卵や

未受精卵の凍結保存といった

生殖補助医療の利用について

詳しく解説し、それぞれ推奨

の度合いを示した。医師や医

療スタッフは、手引きに基づ

いて患者に情報を提供し、対

話し、患者自身が適切に意思

決定できるように支援する。

手引きは、医学専門書を手

掛ける金原出版から刊行され

た。Ｂ５判138㌻、3456円。

研究班は患者向け冊子「乳

がん治療にあたり将来の出産

をご希望の患者さんへ」も作

成、ＮＰＯ法人「日本がん・

生殖医療研究会」のホームペ

ージで公開している。無料で

ダウンロードできる。

乳
が
ん
患
者
の
妊
娠
出
産
と
生
殖
医
療
に

関
す
る
診
療
の
手
引
き

の
表
紙

厚労省が初の手引書

乳がん患者の妊娠・出産支援

共
通
の
危
険
因
子

積
極
治
療
を

寒
暖
差
や
風
邪
、
ハ
ウ
ス
ダ
ス
ト
な
ど
、
秋
は
ぜ
ん
そ
く
の
発
作
原
因
が
増
え
る
季
節
。
さ

ら
に
、
ぜ
ん
そ
く
に
は
花
粉
症
で
知
ら
れ
る
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
も
密
接
に
関
連
し
て
い
る
。

両
者
の
合
併
症
は
広
く
見
ら
れ
る
と
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
実
際
の
調
査
で
、
ぜ
ん
そ
く
患
者

の
７
割
近
く
に
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
（
以
下
、
鼻
炎
）
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
。

国
立
病
院
機
構
東
京
病
院

（
東
京
都
清
瀬
市
）
の
大
田
健

院
長
（
呼
吸
器
・
ア
レ
ル
ギ
ー

内
科
学
）
は
「
鼻
炎
は
、
鼻
詰

ま
り
な
ど
の
症
状
が
煩
わ
し
い

だ
け
で
な
く
、
ぜ
ん
そ
く
の
発

症
リ
ス
ク
を
上
昇
さ
せ
る
。
積

極
的
に
治
療
し
た
方
が
い
い
」

と
話
す
。

花
粉
症
は
春
だ
け
で
な
い
。

秋
に
は
ダ
ニ
な
ど
の
ハ
ウ
ス
ダ

ス
ト
も

い
や
す
く
、
花
粉
で

は
ヨ
モ
ギ
や
ブ
タ
ク
サ
な
ど
キ

ク
科
の
雑
草
が
主
体
に
な
る
と

さ
れ
る
。

「
鼻び

腔く
う

（
上
気
道
）
と
気
管

支
（
下
気
道
）
は
粘
膜
構
造
が

似
て
お
り
、
鼻
炎
と
ぜ
ん
そ
く

に
は
共
通
の
危
険
因
子
が
あ

る
。
鼻
炎
の
原
因
に
な
る
花
粉

は
、
鼻
粘
膜
に
く
っ
つ
く
な
ど

し
て
下
気
道
ま
で
は
行
か
な
い

が
、
鼻
炎
が
悪
化
す
る
と
、
ぜ

ん
そ
く
の
方
に
も
影
響
す
る
こ

と
に
な
る
」

一
方
、
カ
ビ
や
ダ
ニ
、
犬
や

猫
の
毛
な
ど
は
、
上
下
気
道
に

共
通
し
て
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
を

起
こ
し
、
症
状
を
発
現
す
る
と

い
う
。

「
血
管
が
多
い
鼻
粘
膜
で
は

鼻
水
が
出
て
鼻
詰
ま
り
を
起
こ

す
が
、
気
管
支
で
は
粘
膜
下
部

の
平
滑
筋
の
収
縮
で
ぜ
ん
そ
く

が
起
こ
り
、
症
状
の
出
方
に
差

が
出
て
く
る
」

鼻
炎
に
な
る
と
、
ぜ
ん
そ
く

が
発
症
す
る
リ
ス
ク
が
高
ま
る

こ
と
は
い
ろ
い
ろ
な
形
で
報
告

さ
れ
て
き
た
。

約
千
人
の
大
学
新
入
生
を

年
間
追
跡
し
た
海
外
の
調
査
で

は
、
鼻
炎
を
持
つ
人
の
方
が
持

た
な
い
人
に
比
べ
、
新
た
に
ぜ

ん
そ
く
を
発
症
し
た
人
が
約
３

倍
も
多
か
っ
た
と
い
う
。

ぜ
ん
そ
く
患
者
を
対
象
に
し

た
調
査
で
も
、
鼻
炎
を
持
つ
人

の
方
が
持
た
な
い
人
に
比
べ
、

ぜ
ん
そ
く
発
作
で
の
救
急
受
診

や
入
院
が
２
倍
以
上
多
い
こ
と

な
ど
が
報
告
さ
れ
て
き
た
。

「
な
ぜ
鼻
炎
が
ぜ
ん
そ
く
を

悪
化
さ
せ
る
の
か
。
ま
ず
、
鼻

が
詰
ま
る
と
、
鼻
粘
膜
の
フ
ィ

ル
タ
ー
が
な
い
ま
ま
、
気
管
支

に
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
を
起
こ
す

原
因
物
質
や
乾
い
た
冷
た
い
空

気
が
入
り
込
む
た
め
、
気
道
が

刺
激
さ
れ
、
収
縮
に
つ
な
が
り

や
す
い
」

ま
た
鼻
粘
膜
で
炎
症
が
起
こ

る
と
、
炎
症
細
胞
や
炎
症
関
連

物
質
が
活
発
化
し
、
ぜ
ん
そ
く

症
状
を
誘
発
す
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
と
い
う
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
鼻
炎
と

ぜ
ん
そ
く
の
関
係
に
つ
い
て
、

日
本
で
は
全
国
規
模
の
実
態
調

査
が
な
か
っ
た
。

「
そ
こ
で
２
０
０
９
年
に

歳
以
上
の
ぜ
ん
そ
く
患
者
約
２

万
７
千
人
を
対
象
に
質
問
票
を

配
っ
て
実
施
（
約
半
数
は
医
師

が
記
入
）
。
そ
の
結
果
、
鼻
炎

を
持
っ
て
い
る
人
は

・
３
％

い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
」

ぜ
ん
そ
く
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

に
つ
い
て
は
、
鼻
炎
が
あ
る
人

の
方
が
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
不
良

の
割
合
が
明
ら
か
に
高
か
っ

た
。ま

た
鼻
炎
が
あ
る
と
、
日
中

の
呼
吸
困
難
や
夜
間
の
せ
き
、

発
作
治
療
薬
の
使
用
な
ど
、
多

く
の
点
で
、
生
活
の
質
（
Ｑ
Ｏ

Ｌ
）
を
悪
化
さ
せ
る
こ
と
も
分

か
っ
た
と
い
う
。

大
田
院
長
は
「
鼻
炎
が
あ
る

と
、
ぜ
ん
そ
く
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
不
良
に
結
び
付
き
や
す
い
。

す
べ
て
の
ぜ
ん
そ
く
患
者
は
鼻

炎
の
診
察
を
」
と
話
し
て
い
る
。

★カイロ施術者名簿公開 カイロプラク

ティックの業界団体「日本カイロプラク

ターズ協会」は、世界保健機関（ＷＨＯ）

の指針が求める安全教育を修了し、登録

試験に合格した施術者約400人の名簿を

厚生労働省に提出するとともに、「日本

カイロプラクティック登録機構」のホー

ムページで公開したと発表した。国民生

活センターが2012年、カイロプラクティ

ックや整体などの医業類似行為で健康被

害の相談が増加していると指摘したこと

を受けて進めている対策の一環。カイロ

プラクティックは法的資格制度がなく、

技術レベルの低い施術者もいる。名簿を

利用すれば一般市民が安全性の高い施術

者を選べる。
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田
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陽
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川
かわ

瀬
せ

戸
と

ちゃん

①高松市②131114
③純平・愛 三男

④祝１歳！兄たちと仲良く
元気に成長してね！

①高松市②131114
③慎也・理恵 長男

④１歳おめでとう！元気い
っぱい大きくなぁれ

①高松市②111114
③但・美保 次女

④祝３歳！これからもハッ
ピーでありますように

①高松市②131114
③裕介・亜矢 長男

④私たちのところへやって
きてくれてありがとう

①丸亀市②121114
③嘉寛・小百合 長女

④明るく元気に育ってくれ
てありがとう

①観音寺市②131114
③桂介・友視 長男

④わが家のマイペース王子
様‼１歳おめでとう

①さぬき市②131114
③和宏・幸子 三女

④いっぱい笑ってすくすく
大きくなってね

①三豊市②111114
③靖憲・亜希 長女

④祝３歳！元気で明るく優
しい子になってね

①三豊市②121114
③光則・渚 長男

④かいちゃん ２歳のお誕
生日おめでとう！

①愛媛県②121114
③昭博・ 次女

④祝２歳！いっぱい話して
いっぱい笑おうね

①高知県②121114
③盛智・理恵 長男
④キラキラ笑顔の瀬戸はわ
が家の宝物です

①奈良県②131114
③勇喜・愛 長男
④元気いっぱい優しい子に
育ってね！

①千葉県②121114
③剛史・悠美 次女
④元気いっぱいの菜央！お
姉ちゃんと仲良くね

①大阪府②121114
③淳・晴子 長男
④新ちゃんの笑顔に癒やさ
れてるよ

①京都府②121114
③正人・雅世 長女
④おてんばちゃん、いつも
笑顔をありがとう！

①大阪府②131114
③猛人・あかね 長女
④柊君と仲良く！たくさん
食べて元気に育ってね

①坂出市②13115
③隆博・美加 長男
④食欲旺盛な湊志くん、た
くましく育ってね

①観音寺市②13114
③秀典・結以 次男
④いつも笑顔の陽希が、み
んな大好きだよ

①観音寺市②13114
③佑介・直美 長男
④祝１歳おめでとう！お姉
ちゃんと仲良くね！

①まんのう町②12111
③辰矢・美織 長女
④笑顔満点！幸せいっぱい
！芽吹だぁいすき！
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